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研究成果の概要（和文）：(1)理論上の成果　生活の中で形成される感情イメージについて、「悲、喜、怒、嫌、驚、
望、愛、恐」の８感情を基本感情とすることの妥当性が確認された。(2)応用面の成果　従来の1/6の40の質問項目から
なる短縮版イメージ調査法を作成し、妥当性と信頼性を確認することができた。これによって実際場面での利用可能性
が高まった。(3)臨床面の成果　DV問題に、イメージ調査法を適用することにより、DV当事者（被害者、加害者）にお
ける特有の感情イメージ構造の歪みを分析し、予防教育に活かすことが可能となった。

研究成果の概要（英文）：1)The theoretical result;On the affective imagery,that is constructed in everyday 
life and decides his/her behavioral tendency,we made sure Plutchic's 8 affections model as basic affective
 components.Furthermore,we found out that 4 affections(sadness,joy,anger,disgust)are more important.2)The 
result for application;We made Easy Image Diagnosis Test,that is shorter than the former test,and confirme
d it's reliability and validity.3)The practical result;we analyzed the construction of affective imagery o
f the persons concerned of the domestic violence(DV),and recognized their characteristic mental distortion
s.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 上杉（1979）によって開発されたイメー
ジ調査法は、認知的成分であるイメージと感
情を統合的に扱いつつ、日常生活の中で形成
されてきた感情イメージの構造と機能を解
明し、それに基づいて様々な不適応行動の改
善を図る可能性を示してきた。この調査法の
背景にある感情イメージ理論の発展ととも
に、イメージ調査法の応用性を高めることが
重要な課題となっている。人の様々な感情は、
スペクトル状の連続性・遷移性を持っている
と考えられ、どのような感情を基本成分と見
なすかは研究者間で必ずしも一致していな
い。しかし重要な点は、感情イメージ理論が
依拠するPlutchicの8感情モデルが感情全体
を網羅するに十分なものであるかどうかで
ある。この点について確認を行い、8 感情の
中でより中心的な成分を見出し得るのかど
うかも検討課題である。これらについて、構
造方程式を用いた構造解析などの新しい手
法による感情イメージ構造のダイナミック
な解析が必要と考えられる。 
(2) 松野（2010）らは、青年層におけるデー
ト DV 問題にイメージ調査法を応用し、DV
当事者において、親密な異性関係の中での
「無視」や親密性と「支配」・「服従」という
対象語（事象）を巡る特異な感情イメージ構
造が見られることを明らかにした。DV を説
明する要因として愛着スタイルを指摘する
Dutton（2007/2011）の研究や自己に対する
暴力である自傷行為と対人関係の関連性を
指摘する Klonsky(2007)の記述を参考にしな
がら、さらに検討を深めることが重要と考え
られる。 
 
２．研究の目的 
(1) 人の行動に重要な影響を与える要因であ
る認知構造と感情特性を総合的に捉えよう
とする感情イメージについて、これまでの感
情理論やイメージ研究の成果に立って検討
を深め、理論的な妥当性を高める。 
(2) イメージ調査法は、8（感情）×30（対象
語）の 240 項目で構成されているが、感情語
とともに DV 問題に深く関連する対象語を精
査し、30 分程度で実施可能な短縮版イメージ
調査法を作成する。 
(3) イメージ調査法をデート DV 問題に適用
し、青年における DV 傾向および DV に関わ
るとみられる感情イメージ構造を解明し、予
防教育への知見を得るとともに、感情イメー
ジ理論の妥当性を実践的に検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、デート DV 問題という具体
的なフィールドにおいて研究をすすめ、それ
を通して感情イメージの構造と機能を具体
的に明らかにすることを目指す。そのために、
質問紙調査、DV 問題の関係者へのインタビュ
ー調査等を実施して資料を収集する。質問紙
調査としては、イメージ調査法を中心に、

NEO-FFI 日本標準化版や２者関係における対
人動機を検出する IF-THEN 法、成人愛着スタ
イル尺度（ECR）日本語版、自傷行為に関す
る質問と DV に関する経験や知識を問う質問
等を作成し、若年層を対象に実施する。 
(2) イメージ調査法及び質問紙調査による
データについて、統計的解析を行い、感情イ
メージ構造の機序について従来の研究成果
との比較を行う。多変量解析によって、基本
感情としての８感情の妥当性を確認すると
ともに、感情語の絞り込みを行う。また、イ
ンタビュー等を通して DV 問題により深い関
与を持つ対象語の精選を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 感情イメージ研究の理論的基礎を確認
することができた 
本研究においては、感情イメージ理論につい
て、対人社会動機研究およびパーソナリティ
研究との関連性についての検討を行った。ま
た、理論的基礎にある 8感情モデルの妥当性
について統計的な検討を行った。これらの結
果次の諸点が明らかになった。 
① 「母」、「ライバル」、という対象語に対
する、「怒」、「望」の感情得点と IF-THEN 法
によって検出された動機成分との間に有意
な相関関係が認められたことから、2 者関係
における対人動機という観点からも感情イ
メージ研究の妥当性が支持されたといえる。 
② 感情イメージの個人的特性とNEO-FFIに
よるパーソナリティ特性の間に一定の関連
性が見られた。特に、協調性の高い人ほど多
くの感情語に対する感情イメージがポジテ
ィブであることが示された。 

③ 複数の調査において使われた対象語
の中から比較的安定した数量的構造性を持
つ 16 語を選び、8感情モデルの妥当性とその
中からより中心的な感情語を特定できるか
どうかの検討を行った。その結果、8 感情に
「信、拒、憎、確、疑、尊、恥、好」を加え
た 16 感情モデルの場合も、因子構造や対象
語との関係および感情価において8感情モデ
ルとほぼ一致する結果を得ることとなった。
このことは8感情モデルの妥当性を支持する
ものである。 
（図-1） 
④8 感情の中からより中心となる感情につい



てステップワイズ法による重回帰分析を行
った結果、「嫌、悲、喜、怒」の 4 つの感情
語を独立変数とすれば、諸対象の感情価に対
する決定係数 R２が.80～.90 となることが分
かり、感情価の 80～90％がこの 4つの感情に
おける評定値で説明可能であることが示さ
れた。これにより、イメージ調査法の感情語
を半分にすることが可能となり、質問項目数
を大きく減らした短縮版イメージ調査法の
作成が可能となった。 
(2) 短縮版イメージ調査法を作成し、実施し
た 
本研究に基づいて、4つの感情語とデート DV
に深い関連があるとみられる 10 の対象語に
基づく 40 項目からなる「デート DV イメージ
調査法（短縮版）」を作成し、実施すること
ができた。項目数を従来のものの 1/6 に減ら
したことで回答時間が約 30 分と大幅に縮小
され、検査の信頼性を高めることにつながっ
たと考えられる。 
(3) デート DV の心理学的考察を行い、その
予防教育への示唆を得ることができた 
① 短縮版イメージ調査法によって求めら
れた感情価データの多変量解析の結果、「デ
ート」「恋愛」「結婚」「セックス」「対等」の
5 対象語によって構成される第 1 因子（相愛
状態因子）と「支配」「束縛」「服従」「暴力」
「無視」の 5 対象語によって構成される第 2
因子（主従状態因子）が抽出された（この二
つで累積寄与率は 56％）。このうち第 2 因子
は、DV につながる可能性を持つものであり、
この調査法を用いることで、それぞれの因子
に対する感情価によって DVやデート DVの潜
在的可能性を発見できる可能性があるとい
える。さらに対象語の因果的連関を解析する
ことにより被験者の DV につながる心理的要
因を明らかにすることも可能と考えられる。 
② 成人愛着スタイルとデート DV の加害・
被害体験の関連性について検討を行った結
果、加害経験と親密性回避の低さに関連が見
られた。また女性において、加害経験、被害
経験と見捨てられ不安の間に関連があるこ
とが認められた。すなわち「恐れ型」ないし
「とらわれ型」の愛着スタイルと DV 傾向の
関連性が示唆された。これらは先行研究とお

おむね一致しており、デート DV が、親密な
他者の行動の意味に関する認知の歪みに関
与しているとする Dutton らの見解を支持す
るものと考えられる。（図-2） 
③ 自傷経験を持つ者について、愛着スタイ
ルおよび感情イメージの特徴を調べたとこ
ろ、見捨てられ不安および親密性回避のい 
ずれも自傷経験の高さと関連することが示
され、ロジスティック回帰分析では、自傷経
験に関連した変数は、「見捨てられ不安」と
「無視」の感情価であった。概して、自己観
がネガティブ、見捨てられ不安が強い、無視
に対してネガティブな感情が強い、親密な他
者との安定した関係にポジティブな感情を
持てないといった傾向が、自傷行為と関連し
ていると考えられる。デート DV と自傷行為
の心理的機序の関連性については、さらに慎
重な分析が必要であるが、ともに自己と親密
な他者に対する感情イメージの歪みという
点で共通の背景が認められるのではないか
と思われる。 
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